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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

香取市の魅力
安倍総理に

▲安倍内閣総理大臣に香取市の取り組みを説明する宇井市長

▲渡辺地域活性化担当大臣に説明

　

地
域
活
性
化
に
成
功
し
た

先
進
的
な
地
方
公
共
団
体
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
﹁
地

域
の
お
宝
発
掘
自
慢
大
会
﹂

が
、
6
月
20
日
、
総
理
官
邸

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
閣

官
房
の
主
催
に
よ
る
こ
の
大

会
に
、
都
市
再
生
、
構
造
改

革
特
区
、
地
域
再
生
お
よ
び

中
心
市
街
地
活
性
化
で
、
優

れ
た
取
り
組
み
を
行
い
成
果

を
上
げ
て
い
る
全
国
19
団
体

の
一
つ
と
し
て
、
香
取
市
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
井
市
長
は
、
成
田
空
港
の

乗
り
継
ぎ
旅
客
を
歴
史
的
な
町

並
み
に
誘
導
し
た
本
市
の
事
例

を
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、

塩
崎
恭
久
内
閣
官
房
長
官
、
渡

辺
喜
美
地
域
活
性
化
担
当
大
臣

を
は
じ
め
、
官
邸
関
係
者
に
紹

介
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
日
本
の
原
風
景
が
残

る
本
市
の
風
景
や
文
化
、
暮
ら

し
な
ど
を
活
か
し
、
地
域
と
の

交
流
が
育
ま
れ
る「
心
の
観
光
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
な

ど
、
市
民
と
協
働
し
て
展
開
し

て
い
る
点
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
概
要
の
パ
ネ
ル

展
示
の
ほ
か
、
歴
史
的
な
町
並

み
風
景
や
山
車
祭
り
の
様
子
が

分
か
り
や
す
い
切
り
絵
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
山
車
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

な
ど
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

歴
史
的
町
並
み
や
佐
原
の
山
車

行
事
が
国
の
宝
と
し
て
育
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
に
外
国
か
ら
の

観
光
客
に
素
顔
の
日
本
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

成
田
空
港
で

ア
ピ
ー
ル　

　

本
市
で
は
、
成
田
空
港
か
ら

30
分
と
い
う
地
理
的
条
件
を
活

か
し
、
外
国
人
で
も
安
心
し
て

訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
的

な
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
り
地

域
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
通
訳
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
受
け
入

れ
体
制
を
充
実
さ
せ
、
空
港
内

や
成
田
周
辺
お
よ
び
都
内
の
ホ

テ
ル
、
外
国
人
案
内
所
な
ど

で
、
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
な
る

誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
に
よ
り
国

や
県
と
共
に
、
直
通
バ
ス
の
運

行
を
行
う
民
間
事
業
者
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。

観
光
資
源
を
海
外
へ

　

平
成
17
・
18
年
度
に
は
、
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
に
よ
り
、
広
く
海

外
で
本
市
の
観
光
情
報
を
発
信

し
て
も
ら
う
た
め
、
水
郷
三
都

▲切り絵などで香取市を紹介

香取市の魅力
安倍総理に

市
民
と
の
協
働
展
開
を
強
調

（
香
取
市
・
潮
来
市
・
鹿
嶋
市
）

マ
ス
コ
ミ
招
聘
事
業
を
実
施
。

 

さ
ら
に
、
平
成
16
年
度
か
ら

18
年
度
に
成
田
空
港
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
ツ
ア
ー
実
証
実
験
と
し

て
空
港
で
の
乗
り
継
ぎ
客
に
本

市
の
町
並
み
や
山
車
祭
り
を
実

感
し
て
も
ら
う
「
佐
原
1
Ｄ
Ａ

Ｙ
ツ
ア
ー
」
な
ど
を
実
施
し
、

市
の
観
光
資
源
を
国
や
県
、
国

際
観
光
振
興
会
の
協
力
に
よ
り

広
く
海
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

情
報
提
供
の

高
度
化
実
験　

　

ま
た
平
成
18
年
度
に
は
、
訪

れ
た
人
が
安
心
し
て
ま
ち
歩
き

が
で
き
る
よ
う
、
携
帯
電
話
を

活
用
し
た
「
ま
ち
ぐ
る
み
ナ
ビ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
観

光
客
に
対
す
る
情
報
提
供
の
高

度
化
の
た
め
の
実
証
実
験
を
行

い
ま
し
た
。

交
流
人
口
を
拡
大

　

こ
れ
ら
の
事
業
展
開
が
、
こ

の
た
び
の
全
国
的
な
成
功
事
例

と
し
て
評
価
を
受
け
た
理
由
で

す
。

　

今
後
も
地
域
が
培
っ
た
本
物

の
文
化
や
暮
ら
し
に
こ
だ
わ
る

ま
ち
と
し
て
、
訪
れ
る
こ
と
の

必
然
性
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ

り
市
民
と
協
働
し
て
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
高
度
化
実
証

実
験
を
活
か
し
、今
年
度
は「
ふ

る
さ
と
回
遊
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
、
各
区
の
観
光
資

源
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ

携
帯
電
話
な
ど
で
検
索
し
な
が

ら
広
い
市
内
を
容
易
に
移
動
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
合
併
後

の
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2

地域のお宝発掘自慢大会
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○
市
民
懇
談
会

　

7
月
に
開
催
さ
れ
る
市
民

懇
談
会
は
、
市
内
の
50
歳
以

下
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
『
香

取
市
の
特
色
を
引
出
す
た
め

に
』
を
テ
ー
マ
に
懇
談
を
行

い
ま
す
。

　

今
住
ん
で
い
る
香
取
市
を

住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
、
住

2007今月の

投
票
は
₂
種
類

　

参
議
院
議
員
の
選
挙
に
は
、

都
道
府
県
の
区
域
を
単
位
と
し

て
行
わ
れ
る
選
挙
区
選
挙
と
、

全
国
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る

比
例
代
表
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
区
選
挙
で
は
、「
黄
色
」

の
投
票
用
紙
に
千
葉
県
選
挙
区

で
立
候
補
し
た
候
補
者
名
を
書

い
て
投
票
し
ま
す
。

　

比
例
代
表
選
挙
で
は
、「
白

色
」
の
投
票
用
紙
に
政
党
が
届

け
出
た
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ

れ
て
い
る
候
補
者
名
ま
た
は
政

党
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

　

昭
和
62
年
7
月
30
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
19
年
4

月
11
日
ま
で
に
香
取
市
で
住
民

票
が
作
成
（
転
入
届
の
日
）
さ

れ
、
引
き
続
き
3
カ
月
以
上
居

住
し
て
い
る
人
が
投
票
で
き
ま

す
。

　

4
月
12
日
以
降
、
他
の
市
町

村
か
ら
香
取
市
へ
転
入
さ
れ
た

人
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
に
行
け
な

い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

■
場
所　

市
役
所
1
階
談
話

室
、
小
見
川
区
事
務
所
1
階
情

報
セ
ン
タ
ー
、
山
田
区
事
務
所

1
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
栗
源

区
事
務
所
1
階
1
0
1
会
議
室

■
時
間　

8
時
30
分
か
ら
20
時

ま
で

■
期
間　

7
月
28
日
㈯
ま
で

■
必
要
な
も
の　

投
票
所
入
場

整
理
券
を
持
参
す
る
と
ス
ム
ー

ズ
に
投
票
が
行
え
ま
す
。
忘
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
投
票
は

で
き
ま
す
の
で
、
受
付
係
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

開　

票

　

開
票
は
即
日
開
票
で
す
。
投

票
終
了
後
、
21
時
30
分
か
ら
香

取
市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載

さ
れ
て
い
る
投
票
所
を
ご
確
認

の
う
え
、
投
票
所
へ
は
忘
れ
ず

に
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会　

☎
(50)
1
2
2
7

　

7
月
29
日
㈰
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
私

た
ち
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
行
動
に
移
す

こ
と
の
で
き
る
候
補
者
・
政
党
に
、
あ
な

た
の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
！

『
香
取
市
の

を
引
出
す
た
め
に
』

み
た
い
と
思
わ
れ
る
ま
ち
に

す
る
た
め
は
ど
う
し
た
よ
い

か
、
今
何
が
で
き
る
の
か
な

ど
、
普
段
考
え
て
い
る
こ
と

を
皆
さ
ん
の
視
点
か
ら
市
長

に
ご
意
見
、
ご
提
言
く
だ
さ

い
。

■
テ
ー
マ　
『
香
取
市
の
特

色
を
引
出
す
た
め
に
』

■
対
象　

50
歳
以
下
の
男
女

（
市
内
全
域
の
市
民
対
象
）

■
日
時
・
場
所　

7
月
17
日

㈫　

山
田
公
民
館
ホ
ー
ル

7
月
24
日
㈫　

栗
源
公
民
館

講
堂

い
ず
れ
も
19
時
〜
20
時
30
分

○
グ
ル
ー
プ
座
談
会

　

5
人
以
上
の
集
ま
り
（
政

治
的
・
宗
教
的
集
ま
り
は
除

く
）
で
、
市
長
と
懇
談
を
希

望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
れ

ば
、
市
長
が
お
邪
魔
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
お
話
す
る
グ

ル
ー
プ
座
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

7
月
8
日
現
在
で
は
6
団

体
、
約
2
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

広
報
広
聴
課
☎
(50)
1
2
0
4

▲₆月23日に行われた市民懇談会の様子

中学生
社会体験
　　学習

価
値
あ
る
事
業
で
す
。
各
事

業
所
に
は
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
、
未
来
の
香
取
市
を
背

負
っ
て
立
つ
後
継
者
の
た
め

に
、
職
場
体
験
の
場
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
も
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
と
、
中
学
生

に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
左
表
の
日
程

で
、
各
学
校
が
教
育
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
学

校
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
中
学
校
で
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
望
ま
し
い
職
業

観
・
勤
労
観
を
育
む
教
育
活

動
と
し
て
、
中
学
2
年
生
を

対
象
に
実
際
に
職
場
で
働
く

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

体
験
学
習
は
、
地
域
の
事

業
所
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の

下
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
育
て
る
」
を
合
言
葉
に

始
ま
り
、
今
年
で
8
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
夢
や
希

望
を
持
っ
て
社
会
に
巣
立
て

る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
を
具
現
化
し
た

☆佐原中学校　☎(52)5157
　7/30～8/3、8/20～8/22の₃日間

☆香取中学校　☎(50)5000
　8/20～8/29の₃日間

☆佐原第三中学校　☎(59)2244
　11/7～11/9の₃日間

☆佐原第五中学校　☎(55)2233
　8/1～8/7の₃日間

☆新島中学校　☎(56)0702
　8/1～8/3の₃日間

☆小見川中学校　☎(82)3309、☎(82)3144
　11/14～11/16の₃日間

☆山田中学校　☎(78)4411
　11/ 7～11/9の3日間

☆栗源中学校　☎(75)2034
　7/30～8/10の₃日間

₇月29日㈰、あなたの₁票が日本をつくる！
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国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健

で
は
、
病
院
に
入
院
し
た
場
合

に
支
払
う
一
部
負
担
金
や
食
事

代
が
減
額
さ
れ
る
認
定
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

一
部
負
担
金
は
、
平
成
19
年

度
市
民
税
の
課
税
状
況
（
所
得

の
区
分
）
に
応
じ
た
限
度
額
ま

で
と
な
り
、
70
歳
未
満
の
人
は

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な

い
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

食
事
代
は
市
民
税
非
課
税
世

帯
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、各
区
国
保
・

老
人
保
健
担
当
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
交
付
さ
れ
て

い
る
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定

証
は
、
7
月
末
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
認
定

を
受
け
る
に
は
8
月
末
日
ま
で

に
申
請
が
必
要
で
す
。
特
に
現

在
入
院
中
の
人
が
い
る
世
帯
は

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
保
険
証

▼
老
人
医
療
受
給
者
証
（
老
人

保
健
該
当
者
の
み
）

▼
90
日
を
超
え
る
長
期
入
院
を

し
て
い
る
場
合
は
、
入
院
日
数

を
確
認
で
き
る
領
収
書
な
ど

▼
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証

（
現
在
お
持
ち
の
人
）

▼
印
鑑

限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
の
申
請

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

月
額
1
4
1
0
0
円
で
す
。

経
済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
本
人
の
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
「
免
除
（
一
部
納
付
）」

ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
次
の
3
種
類

で
す
。

　

現
在
、
女
性
が
か
か
る
が
ん

の
1
位
を
占
め
て
い
る
の
が
乳

が
ん
で
す
。
乳
が
ん
が
増
え
た

原
因
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
（
結
婚
や
出
産
の
高

年
齢
化
、
出
生
率
の
低
下
）
や

食
生
活
の
欧
米
化
（
高
た
ん
ぱ

く
質
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
脂

肪
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

乳
が
ん
は
若
い
年
齢
で
発
症

す
る
の
が
特
徴
で
、
30
歳
代

か
ら
増
え
は
じ
め
、
40
歳
以
上

に
な
る
と
急
激
に
増
え
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
乳
が
ん
に
無

関
心
な
人
が
多
い
の
も
現
状
で

す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
毎
年
が
ん

の
早
期
発
見
の
た
め
「
が
ん
検

診
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
は
自
覚
症
状
の
な
い
時

に
こ
そ
受
け
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
お
誘
い
あ
わ
せ

て
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

乳がん検診

　

日
程
お
よ
び
内
容
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
受
診
さ
れ
た

人
に
は
、個
人
通
知
し
ま
す
が
、

昨
年
度
受
診
し
て
い
な
い
場
合

や
新
た
に
検
診
を
希
望
す
る
人

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す
の

で
申
し
込
み
は
各
区
窓
口
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

7
月
17
日
㈫
〜 

■
対
象　

30
歳
以
上
の
女
性 

■
検
査
内
容　

30
〜
39
歳
の
人
…
エ
コ
ー
（
超

音
波
検
査
）

40
歳
以
上
の
人
…
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
（
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

検
査

※
年
齢
は
平
成
19
年
4
月
1
日

現
在
と
な
り
ま
す

■
検
診
受
付
時
間

　

8
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
13

時
〜
14
時
30
分

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

検
査
と
は

　

触
診
で
は
見
つ
か
ら
な
い

よ
う
な
小
さ
な
し
こ
り
や
、

早
期
乳
が
ん
の
可
能
性
の
あ

る
石
灰
化
を
発
見
す
る
事
が

で
き
ま
す
。
専
用
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
装
置
で
乳
房
を
圧
迫
し

な
が
ら
撮
影
し
ま
す
。

エ
コ
ー

（
超
音
波
検
査
）
と
は

　

超
音
波
を
乳
房
に
あ
て

て
、
乳
房
の
内
部
か
ら
は
ね

か
え
っ
て
く
る
反
射
波
（
エ

コ
ー
）
で
し
こ
り
の
存
在
と

乳
腺
の
状
態
を
確
認
す
る
検

査
で
す
。
し
こ
り
が
良
性
の

も
の
か
悪
性
の
も
の
か
、
あ

る
程
度
わ
か
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健

女性がかかる「がん」第 1 位の「乳がん」を早期発見！

佐原保健センター　☎(50)1235

マンモグラフィー
₈月₉日㈭・17日㈮・18日㈯・20日㈪・24日㈮・
27日㈪・28日㈫・29日㈬・30日㈭・₉月29日㈯

エコー　₉月₁日㈯・₄日㈫・29日㈯

※₈月18日・29日・₉月₁日・29日は午前中のみの受け付け

小見川区健康福祉課　☎(82)1115

マンモグラフィー
₉月18日㈫・19日㈬・20日㈭・21日㈮・25日㈫・
26日㈬・27日㈭・28日㈮

エコー　₉月18日㈫・19日㈬

山田保健センター　☎(78)2142

マンモグラフィー
₉月10日㈪・11日㈫・13日㈭・14日㈮

エコー　₉月10日㈪・11日㈫

※エコーは午前中のみの受け付け

栗源保健センター　☎(75)3000

マンモグラフィー　₉月₅日㈬・₇日㈮

エコー　₉月₅日㈬・₇日㈮

※エコーは午前中のみの受け付け

■
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部

納
付
）
申
請

 

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
保
険
料
の
全
額
ま

た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
で
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
☎
(50)
1
2
2
8

小
市
民
環
境
課☎

(82)
1
1
1
4

山
市
民
環
境
課☎

(78)
2
1
1
3

栗
市
民
環
境
課☎

(75)
2
1
1
3

　

8
月
1
日
に
保
険
証
が
更
新

さ
れ
ま
す
。
一
般
被
保
険
者
用

は
「
緑
色
」、
退
職
被
保
険
者

用
は
「
茶
色
」、
有
効
期
限
は

平
成
20
年
7
月
31
日
ま
で
の
1

年
間
で
、
1
人
1
枚
の
カ
ー
ド

様
式
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
、
老
人
医
療
受
給
者

証
（
負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ

た
人
）、
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
も
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
末
に
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
今
ま
で
の
保
険
証
な
ど

は
8
月
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
国
保
年
金
課
、
各
区
市

民
環
境
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課　

☎
(50)
1
2
2
8

小
市
民
環
境
課
☎
(82)
1
1
1
4

山
市
民
環
境
課
☎
(78)
2
1
1
3

栗
市
民
環
境
課
☎
(75)
2
1
1
3

保
険
証
な
ど
の
更
新

見本

検診日と申し込み先 乳がん検診
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相
談
支
援
事
業

　

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護

者
、
介
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提
供
な

ど
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な

援
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
さ
れ
て
い
る
地

域
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
地

域
の
相
談
支
援
体
制
な
ど
を
協

議
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
相
談
支
援

　

障
害
者
（
児
）
の
保
護
者
や

介
護
を
行
う
人
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
、
必
要
な
情
報
の
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
障

害
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
必

要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
事
業
の
一
部

を
「
香
取
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
委
託
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
額　

な
し

■
場
所　

北
1
‐
11
‐
18

■
連
絡
先　

☎
(52)
9
9
2
0

 

(50)
2
8
8
1

katori-s@
rosario.jp

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業

　

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支

障
が
あ
る
障
害
者
の
た
め
に
、

手
話
通
訳
者
を
派
遣
す
る
な
ど

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

円
滑
化
を
図
る
事
業
で
す
。

手
話
通
訳
者
派
遣

　

聴
覚
障
害
者
な
ど
の
日
常
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
手
話
通

訳
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
額　

な
し

手
話
通
訳
者
配
置

　

聴
覚
障
害
者
に
対
し
市
役
所

で
の
手
続
き
な
ど
の
手
伝
い
を

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
手
話

通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

■
配
置
日

市
役
所
案
内

月
・
木
曜
日　

8
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で

小
見
川
区
事
務
所
案
内

火
・
金
曜
日　

13
時
か
ら
17
時

ま
で

山
田
区
事
務
所
案
内

第
2
・
第
4
火
曜
日　

9
時
か

ら
12
時
ま
で

■
利
用
者
負
担
額　

な
し

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

　

重
度
障
害
者
の
在
宅
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
日
常
生
活
用

具
を
給
付
・
貸
与
す
る
と
と
も

に
、
住
宅
改
修
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
給
付

　

重
度
障
害
者
な
ど
に
対
し
、

自
立
生
活
支
援
用
具
な
ど
の
日

常
生
活
用
具
を
給
付
ま
た
は
貸

与
し
ま
す
。

■
対
象　

重
度
障
害
者
な
ど

で
、
用
具
の
必
要
が
認
め
ら
れ

た
人

■
利
用
者
負
担
額　

1
割

住
宅
改
修
費
給
付

　

日
常
生
活
を
営
む
の
に
著
し

く
支
障
の
あ
る
在
宅
の
重
度
身

体
障
害
者
が
、
段
差
解
消
な
ど

住
環
境
の
改
善
を
行
う
場
合

に
、
住
宅
改
修
費
を
給
付
し
ま

す
。

■
対
象　

下
肢
、
体
幹
ま
た
は

乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の

脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害

（
移
動
機
能
障
害
に
限
る
）
の

あ
る
人
な
ど
で
、
障
害
程
度
等

級
3
級
以
上
の
人
（
特
殊
便
器

へ
の
取
り
替
え
に
は
上
肢
障
害

2
級
以
上
）

※
対
象
者
1
人
に
つ
き
1
回
。

改
修
の
助
成
額
は
、
20
万
円
を

限
度
額
と
し
ま
す
。
ま
た
、
介

護
保
険
法
に
よ
り
住
宅
改
修
費

の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
人
は
対

象
と
し
て
い
ま
せ
ん

点
字
図
書
給
付

　

点
字
図
書
を
給
付
し
ま
す
。

■
対
象　

視
覚
障
害
者
で
点
字

で
情
報
を
入
手
し
て
い
る
人

■
利
用
者
負
担
額　

点
字
翻
訳

す
る
前
の
一
般
図
書
の
購
入
価

格
相
当
額

移
動
支
援
事
業

　

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
障

地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
者
が
自
立
し
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

害
者
な
ど
に
、
外
出
の
た
め
の

支
援
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る

自
立
生
活
と
社
会
参
加
を
促
進

し
ま
す
。

　

個
別
支
援
が
必
要
な
障
害
者

な
ど
に
対
し
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

に
よ
る
支
援
を
し
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
額　

１
割

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

　

障
害
の
あ
る
人
が
通
い
、
創

作
的
活
動
ま
た
は
生
産
活
動
の

提
供
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進

な
ど
の
便
宜
を
図
り
ま
す
（
基

礎
的
事
業
）。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型

　

基
礎
的
事
業
に
加
え
、
専
門

職
員
（
精
神
保
健
福
祉
士
な

ど
）
に
よ
る
相
談
・
支
援
・
普

及
啓
発
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
県
内

の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旧
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
額　

な
し

知
的
障
害
者

職
親
委
託
事
業

　

知
的
障
害
者
を
一
定
期
間
、

職
親
（
知
的
障
害
者
の
更
生
援

地
域
生
活
支
援
事
業

護
に
熱
意
を
有
す
る
事
業
経
営

者
な
ど
）
に
預
け
、
生
活
指
導

や
技
能
習
得
訓
練
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
就
職
に
必
要
な
基
礎

を
習
得
し
、
職
場
に
お
け
る
定

着
性
を
高
め
ま
す
。

■
対
象　

知
的
障
害
者
更
生
相

談
所
の
判
定
の
結
果
、
職
親
に

委
託
す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ

た
人自

動
車
運
転
免
許
証

取
得
・
改
造
事
業

障
害
者
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
助
成

　

自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

■
対
象　

運
転
免
許
試
験
の
受

験
資
格
を
有
し
、
か
つ
就
労
な

ど
社
会
活
動
へ
の
参
加
の
た
め

免
許
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら

4
級
ま
で
の
人

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

人※
原
則
、
対
象
者
1
人
に
つ
き

1
回

■
助
成
額　

免
許
取
得
に
要
し

た
費
用
（
入
所
料
、
教
材
費
、

適
正
検
査
料
、
教
習
料
、
検
定

料
、
仮
免
許
申
請
料
な
ど
）
の

3
分
の
2
（
限
度
額
10
万
円
）

身
体
障
害
者
用

自
動
車
改
造
費
助
成

　

重
度
身
体
障
害
者
が
、
就
労

な
ど
に
伴
い
、
自
ら
が
所
有
し

運
転
す
る
自
動
車
を
改
造
す
る

場
合
、
改
造
に
要
す
る
経
費
を

助
成
し
ま
す
。

■
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者

で
、
そ
の
程
度
が
上
肢
機
能
障

害
、
下
肢
機
能
障
害
ま
た
は
体

幹
機
能
障
害
1
級
・
2
級
の
人

②
自
動
車
運
転
免
許
証
所
持
者

③
就
労
な
ど
に
伴
い
、
自
ら
所

有
し
運
転
す
る
自
動
車
の
操
向

装
置
（
ハ
ン
ド
ル
）、
駆
動
装

置
（
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ
ー
キ
）

な
ど
の
一
部
を
改
造
す
る
必
要

が
あ
る
人

※
原
則
、
対
象
者
1
人
に
つ
き

1
車
両
1
回

■
助
成
額　

操
向
装
置
、
駆
動

装
置
な
ど
の
改
造
に
要
す
る
経

費
。
限
度
額
10
万
円

そ
の
他
の
事
業

　

自
立
し
た
日
常
生
活
や
、
社

会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な

次
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
中
一
時
支
援
事
業

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
家
賃
助
成

事
業

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
助

成
事
業
な
ど

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
5
2

小
健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

香取障害者支援
センター

香取警察署 香取税務署

佐原郵便局

香取障害者
支援センター

国道356号線

■場所　北 1-11-18
■連絡先　☎ (52)9920

(50)2881
katori-s@rosario.jp

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
そ
の
有
す
る
能
力
や
適

性
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う﹁
自
立
支
援
給
付（
介

護
給
付
・
訓
練
等
給
付
・
自
立
支
援
医
療
・
補

装
具
）﹂
の
ほ
か
﹁
地
域
生
活
支
援
事
業
﹂
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　　 …ファクス　　 …メールアドレス　　HP…ホームページアドレス
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気
象
庁
で
は
、
10
月
1
日
か

ら
国
民
の
皆
さ
ん
へ
『
緊
急
地

震
速
報
』
を
提
供
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
と
は
、
地
震

の
発
生
直
後
に
、
震
源
に
近
い

地
震
計
で
と
ら
え
た
観
測
デ
ー

タ
を
解
析
し
て
震
源
や
地
震
の

規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
を

直
ち
に
推
定
し
、
各
地
で
の
主

要
動
（
最
も
大
き
な
揺
れ
）
の

到
達
時
刻
や
震
度
を
推
定
し
、

可
能
な
限
り
素
早
く
知
ら
せ
る

情
報
で
す
。

　

こ
の
情
報
を
有
効
に
活
用

し
、
身
の
安
全
を
守
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
「
緊
急
地
震
速

報
の
利
用
の
心
得
」
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。緊
急
地
震
速
報
の
詳
細
は
、

銚
子
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

銚
子
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

 

☎
0
4
7
9

(23)
7
7
0
5

HPhttp://w
w

w
.tokyo-jm

a.
go.jp/hom

e/choshi/

　

緊
急
地
震
速
報
の
情
報
を
見

聞
き
し
て
か
ら
、
地
震
の
強
い

揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
数

秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
短
い
間
に
身
を
守
る

た
め
の
行
動
を
取
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し

た
と
き
の
行
動
は
「
周
囲
の
状

況
に
応
じ
て
、
あ
わ
て
ず
に
、

ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る
」

こ
と
が
基
本
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
緊
急
地

震
速
報
を
見
聞
き
し
た
時
に
取

る
べ
き
行
動
を
説
明
し
ま
す
。

家
庭
で
は

○
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具

か
ら
離
れ
、
丈
夫
な
机
の
下
な

ど
に
隠
れ
る

○
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
だ
さ
な

い○
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合

は
火
の
始
末
、
火
元
か
ら
離
れ

て
い
る
場
合
は
無
理
し
て
消
火

し
な
い

大
勢
の
人
が
い
る

施
設
で
は

○
基
本
的
に
は
施
設
の
従
業
員

緊
急
地
震
速
報

利
用
の
心
得

この秋スタート
緊急地震速報緊急地震速報

な
ど
の
指
示
に
従
う

○
そ
の
場
で
、
頭
を
保
護
し
、

揺
れ
に
備
え
て
身
構
え
る

○
あ
わ
て
て
出
口
・
階
段
な
ど

に
殺
到
し
な
い

乗
り
物
に
乗
っ
て

い
る
と
き
は

○
自
動
車
運
転
中
は
、
後
続
の

車
が
情
報
を
聞
い
て
い
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

あ
わ
て
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ

な
い
。
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点

灯
し
、
ま
わ
り
の
車
に
注
意
を

促
し
た
の
ち
、
緩
や
か
に
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
大
き
な
揺

れ
を
感
じ
た
ら
、
道
路
状
況
を

確
認
し
て
安
全
な
場
所
に
停
止

○
鉄
道
・
バ
ス
に
乗
車
中
は
、

つ
り
革
、
手
す
り
な
ど
に
し
っ

か
り
つ
か
ま
る

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
中
は
、

最
寄
の
階
で
停
止
さ
せ
、
速
や

か
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り

る屋
外
で
は

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
自
動

販
売
機
の
転
倒
、
ビ
ル
の
壁
、

看
板
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下

に
注
意

○
山
や
が
け
付
近
に
い
る
と
き

は
、
落
石
や
が
け
崩
れ
に
注
意

　

千
葉
県
で
は
、
7
月
1
日

に
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
千

葉
県
づ
く
り
条
例
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
行
政
や
事

業
主
、
団
体
、
個
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
県
民
が
力

を
合
わ
せ
、
障
害
の
あ
る
人

の
日
々
の
生
活
や
社
会
参
加

を
妨
げ
て
い
る
、
建
物
や
施

設
、
制
度
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
障
壁
（
バ
リ
ア
）
や
、

誤
解
や
偏
見
に
よ
る
不
利
益

な
取
り
扱
い
を
な
く
し
、
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
条
例

で
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
差
別
に

関
わ
る
問
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
ま
ず
各
地
域
に
設
置

さ
れ
た
相
談
専
用
電
話
に
ご

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
相
談
専
用
電
話

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

香
取
地
域
相
談
専
用
電
話

☎
(52)
3
6
1
3

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
健
康
福
祉
部
障
害
福

祉
課

☎
0
4
3（
2
2
3
）1
0
2
0

0
4
3（
2
2
2
）4
1
3
3

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

母
や
、
そ
の
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

■
手
当
額

1
級　

5
0
7
5
0
円（
月
額
）

2
級　

3
3
8
0
0
円（
月
額
）

■
支
給
対
象

▼
1
級　

身
体
障
害
者
手
帳
の

1
・
2
級
の
児
童
。
療
育
手
帳

Ⓐ
・
A
の
1
・
A
の
2
の
児
童

▼
2
級　

身
体
障
害
者
手
帳
の

お
お
む
ね
3
級
の
児
童
。
療
育

手
帳
の
お
お
む
ね
B
の
1
の
児

童
。
手
当
用
の
診
断
書
ま
た
は

手
帳
の
写
し
で
判
定

■
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
要
件

▽
児
童
が
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
場
合

▽
児
童
が
障
害
を
支
給
理
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合

障
害
児
福
祉
手
当

　

日
常
生
活
で
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
障
害

の
児
童
（
20
歳
未
満
）
に
支
給

さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

■
手
当
額

　

1
4
3
8
0
円
（
月
額
）

■
支
給
対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

の
一
部
の
児
童
。
療
育
手
帳
Ⓐ

の
児
童
。
前
記
と
同
程
度
の
障

害
の
あ
る
児
童
。
手
当
用
の
診

断
書
ま
た
は
手
帳
の
写
し
で
判

定
し
ま
す

■
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
要
件

▽
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

▽
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

心
身
障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
の
心
身
に
障
害
が
あ
る

児
童
（
20
歳
未
満
）
の
保
護
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
手
当
額

　

4
0
0
0
円
（
月
額
）

■
支
給
対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
3
級

の
児
童
。
療
育
手
帳
B
の
1
以

上
の
児
童

■
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
要
件

▽
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合

▽
障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給
し

て
い
る
場
合

特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
や
精
神
に
著
し
く
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限

あ
り
）。

■
手
当
額

　

2
6
4
4
0
円
（
月
額
）

■
支
給
対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

程
度
の
異
な
る
障
害
が
重
複
し

て
い
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

程
度
の
障
害
と
最
重
度
の
知
的

障
害
が
重
複
し
て
い
る
人

　

身
体
や
精
神
に
、
前
記
と
同

程
度
の
障
害
、
疾
病
が
あ
る
人

　

手
当
用
の
診
断
書
、
ま
た
は

手
帳
の
写
し
で
判
定
し
ま
す

■
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
要
件

▽
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

▽
継
続
し
て
3
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
場
合

在
宅
重
度
知
的
障
害
者

お
よ
び
ね
た
き
り
身
体

障
害
者
福
祉
手
当

■
手
当
額

　

8
6
5
0
円
（
月
額
）

■
支
給
対
象

　

在
宅
で
20
歳
以
上
の
重
度
知

障
害
者
の
た
め
の

手
当
制
度

的
障
害
者
、
ま
た
は
そ
の
人
を

介
護
し
て
い
る
同
居
の
家
族

　

在
宅
で
20
歳
以
上
65
歳
未

満
の
お
お
む
ね
6
カ
月
以
上

ね
た
き
り
で
日
常
生
活
全
面
に

わ
た
っ
て
介
護
を
必
要
と
す
る

人
、
ま
た
は
そ
の
人
を
介
護
し

て
い
る
同
居
の
家
族
（
所
得
制

限
あ
り
）

■
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
要
件

▽
施
設
に
入
所
し
て
い
る

▽
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し

て
い
る
場
合

▽
介
護
保
険
給
付
を
受
け
て
い

る
場
合
（
年
間
通
算
7
日
以
内

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
除
く
）

各
種
手
当
受
給
者
へ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
経
過
的
福
祉
手
当
、
在
宅

重
度
知
的
障
害
者
、
お
よ
び
ね

た
き
り
身
体
障
害
者
福
祉
手
当

の
受
給
者
は
、
受
給
資
格
確
認

の
た
め
に
現
況
届
の
提
出
（
所

得
状
況
届
を
含
む
）
が
必
要
で

す
。

　

受
給
者
へ
は
、
必
要
な
書
類

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
限
内

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
8

月
分
か
ら
手
当
て
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
て
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
5
2

小
健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0
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大人のための怖い話
　昨今はちょっとしたオカルトブームです
が、ただ単に怖いだけのものではなく、陰
陽師や妖怪など日本古来の民俗学を扱った
ものが注目されているようです。
　映画やコミックではなく、たまには小説
を読むことで、また一味違った感覚が楽し
めるのではないでしょうか。

●巷説百物語　京極夏彦　著
　怪談話を収集するため諸国を巡る戯作者
志望の若隠居・山岡百介は、雨宿りに寄っ
た山小屋で偶然居合わせた旅人達と江戸で
流行りの百物語で明かすことになったのだ
が…。金で請け負った仕事を、妖怪仕立て
の“仕掛け”によって解決し、八方丸く収め
る、御行の又市ら一味の活躍を描いた時代
劇風推理小説シリーズ。

●帝都幻談　上・下巻　荒俣宏　著
　寛政11年、将軍家のお膝元である江戸
の町に遠く蝦夷地から化け物を呼び寄せ、
幕府転覆を図る謎の講談師が居た。妖怪と
あだ名される鳥居耀蔵の配下、清明判を家
紋とし、加藤十兵衛を名乗る謎の剣客が江
戸の闇を暗躍する。迎え撃つは幽冥学者・
平田篤胤、水戸藩士・藤田東湖、南町奉行・
遠山景元。帝都物語の作者が、古今東西の
博物学の知識を駆使して書き上げ、虚実入
り乱れて描かれる、幻想歴史伝奇小説。

広報 6【夏休み特集本棚】

夏休み特集
絵
本

ね
な
い
こ
だ
れ
だ

せ
な
け
い
こ　

作
・
絵

　

時
計
が
9
時
を
指
し
て
鳴
り

ま
す
。
ボ
ン
、
ボ
ン
、
ボ
ン
…

「
こ
ん
な
時
間
に
起
き
て
る
の

は
誰
だ
？
夜
中
は
お
ば
け
の
時

間
だ
、
寝
な
い
子
は
お
ば
け
の

世
界
へ
連
れ
て
行
け
！
」
最
後

は
お
ば
け
に
さ
れ
て
連
れ
て
行

か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
怖
い
お
ば
け
絵
本
。

く
ず
か
ご
お
ば
け

せ
な
け
い
こ　

作
・
絵

　

嫌
い
な
お
魚
、
お
団
子
、
足

の
と
れ
た
人
形
、
古
く
な
っ

た
草
履
…
何
で
も
ポ
イ
ポ
イ

く
ず
か
ご
に
捨
て
て
し
ま
う
女

の
子
。
す
る
と
く
ず
か
ご
の
中

か
ら
黒
い
手
が
に
ゅ
ー
っ
と
出

て
き
て
女
の
子
は
く
ず
か
ご
の

中
へ
。「
捨
て
た
の
は
誰
だ
〜
」

と
叫
ぶ
お
ば
け
た
ち
に
女
の
子

は
追
い
か
け
ら
れ
ま
す
。
物
が

あ
ふ
れ
た
現
代
の
子
ど
も
た
ち

に
読
ん
で
あ
げ
た
い
1
冊
。

め
っ
き
ら
も
っ
き
らど

お
ん
ど
ん

降
矢
な
な　

絵

長
谷
川
摂
子　

作

　

遊
ぶ
友
達
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
か
ん
た
は
神
社
で
大
声

で
歌
い
ま
し
た
。「
め
っ
き
ら

も
っ
き
ら
ど
お
ん
ど
ん
」
す
る

と
穴
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
し

ま
い
、
そ
こ
に
は
3
人
の
妖
怪

が
い
ま
し
た
。
不
思
議
な
世
界

で
遊
び
疲
れ
て
心
細
く
な
っ
た

か
ん
た
は
思
わ
ず
「
お
・
か
・

あ
…
」。
呪
文
の
よ
う
な
歌
と

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
妖
怪
た
ち
。
面

白
い
お
ば
け
絵
本
。

お
ば
け
の
地
下
室
た
ん
け
ん

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ケ
ノ
ワ　

作

　

4
人
の
仲
良
し
お
ば
け
が
遊

ん
で
い
る
と
、
お
城
の
地
下
室

か
ら
「
ど
す
ん
、
ど
す
ん
」
と

す
ご
い
音
。
震
え
な
が
ら
階
段

を
降
り
て
行
き
ま
す
。
こ
わ
が

り
な
お
ば
け
た
ち
の
絵
本
。

ゆ
う
れ
い
フ
ェ
ル
ピ
ン
の
話

イ
ロ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ク
ラ
ン
ド　

絵

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン　

作

　

1
0
0
年
も
昔
の
怖
い
話
、

幽
霊
フ
ェ
ル
ピ
ン
の
話
を
祖
母

に
聞
か
さ
れ
た
兄
弟
。
と
こ
ろ

が
そ
の
帰
り
道
、
森
の
中
で
妹

は
フ
ェ
ル
ピ
ン
に
捕
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。「
も
う
お
し
ま
い

だ
」
そ
う
思
っ
た
と
き
…
。
読

み
終
え
た
後
に
恐
ろ
し
さ
が
込

み
上
げ
て
く
る
絵
本
。

︽
低
・
中
学
年
︾

お
ば
け
の
話

（
寺
村
輝
夫
の
昔
話
シ
リ
ー
ズ
）

　
「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
」「
ひ
と
つ

目
こ
ぞ
う
」
な
ど
、
子
ど
も
の

大
好
き
な
こ
わ
い
お
話
を
9
話

集
め
ま
し
た
。
何
度
読
ん
で
も

そ
の
度
に
手
に
汗
握
る
怖
さ
。

ひ
と
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

斉
藤
洋　

作

　

怖
い
話
が
大
好
き
な
隆
司

は
、
兄
の
忘
れ
物
を
届
け
に
偶

然
訪
ね
た
大
学
で
西
戸
助
教
授

と
出
会
い
「
怪
談
ク
ラ
ブ
」
に

招
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
今

月
の
テ
ー
マ
は
〝
子
ど
も
〞
で

す
。
集
ま
っ
た
7
人
が
そ
れ
ぞ

れ
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
怪
談
を
語

り
ま
す
。そ
し
て
最
後
に
は
…
。

本
格
的
に
怖
い
話
が
読
み
た
い

人
に
お
薦
め
。

お
ば
け
め
ぐ
り

ス
ズ
キ
・
コ
ー
ジ　

絵

瀬
川
昌
男
原　

作

　

兄
弟
が
お
ば
け
の
案
内
人
と

一
緒
に
、
次
々
と
お
ば
け
た
ち

の
い
る
所
を
め
ぐ
り
ま
す
。
お

ば
け
と
幽
霊
の
違
い
や
、
お
ば

け
と
の
付
き
合
い
方
も
教
え
て

く
れ
ま
す
。
迫
力
の
絵
が
満
載

の
お
ば
け
絵
本
! 

一
ち
ょ
う
め
の
お
ば
け
ね
こ

渡
辺
雄
一　

絵

木
暮
正
夫　

作

　

ミ
カ
の
家
で
飼
っ
て
い
る
柴

犬
の
ロ
ッ
キ
ー
が
、
最
近
元
気

　

子
ど
も
た
ち
は
「
こ
わ
い
話
」
が
大
好
き
。

こ
わ
い
こ
わ
い
と
い
い
な
が
ら
も
、
い
つ
も
興

味
津
々
で
す
。
中
に
は
有
名
な
古
典
落
語
を
取

り
入
れ
た
お
話
や
、
著
名
な
児
童
文
学
作
家
が

書
い
た
物
語
、
古
典
籍
や
民
俗
学
の
資
料
を
豊

富
に
使
っ
て
書
か
れ
た
本
も
あ
り
ま
す
。
暑
い

夏
、「
こ
わ
い
本
」を
読
ん
で
少
し
で
も
涼
し
く
、

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　佐原中央図書館ではお話を聞くこともできま
す。

えほんのじかん
■日時　毎週日曜日　14時～　₄歳以上

■内容　図書館職員によるえほんの読み聞かせ　

おはなしのじかん
■日時　毎月第1土曜日　14時～　小学生以上

■内容　林優子さんと絵本の会による昔話の語
り、三越左千夫の童謡、絵本読み聞かせ、ことば
あそび

も
食
欲
も
な
い
。
ど
う
や
ら
ね

こ
の
お
ば
け
が
こ
わ
く
て
、
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
い
る
そ
う

だ
。
ミ
カ
が
犬
猫
病
院
へ
連
れ

て
行
く
と
、
ご
近
所
中
の
犬
が

同
じ
よ
う
な
め
に
遭
っ
て
い
る

ら
し
い
。
い
っ
た
い
お
ば
け
ね

こ
と
は
？
ま
た
そ
の
ね
こ
と
一

緒
写
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の

正
体
と
は
…
。
最
後
は
胸
が
痛

く
な
る
ち
ょ
っ
と
悲
し
く
て
怖

い
物
語
。

高
学
年
・
中
学
生
向
け

お
ば
け
は
本
当
に
い
る
の
？

岡
島
康
治　

著

　

妖
怪
、
幽
霊
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・・・
。

謎
の
多
い
こ
れ
ら
の
現
象
を
ど

う
考
え
た
ら
い
い
の
か
。
そ
の

謎
を
追
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に

は
人
間
の
心
の
不
思
議
が
大
き

く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
く
る
。
お
ば
け
と
人
間

の
心
の
関
わ
り
を
考
え
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
活
字
離
れ
ぎ

み
の
お
子
さ
ん
に
ど
う
ぞ
。

世
界
こ
わ
い
話
ふ
し
ぎ
な
話

傑
作
集
全
20
巻

　

実
際
に
あ
っ
た
話
で
は
な
い

け
れ
ど
、
ど
の
作
品
も
本
当
に

あ
っ
た
こ
と
よ
り
、
も
っ
と
恐

い
話
や
、
不
思
議
な
こ
と
が
描

か
れ
て
い
て
、
読
み
出
し
た
ら

や
め
ら
れ
な
い
魅
力
を
も
っ
て

い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
や
吸
血
鬼
ド
ラ
キ
ュ
ラ
な

ど
の
世
界
。

日
本
の
妖
怪
百
科

〜
絵
と
写
真
で
も
の
の
け
の
世

界
を
さ
ぐ
る
〜
全
5
巻

岩
井
宏
實
監
修

　

人
間
は
、
不
思
議
な
現
象
や

わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
、「
妖

怪
」・「
も
の
の
け
」
と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
き
ま
し
た
。山
・

水
・
里
・
屋
敷
に
住
む
妖
怪
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
紹
介
。
妖
怪
を

調
べ
る
手
引
き
ま
で
あ
り
ま

す
。
好
奇
心
旺
盛
な
時
期
の
お

子
さ
ん
に
お
薦
め
。

☎ (55)1343

☎ (80)0511

お話も聞いてみよう

休館日は、毎週月曜日、祝日の次の日（土・
日・火曜日を除く）、月末最終日、年末年始。
詳しくは問い合わせください。

佐原中央図書館

小見川図書館
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今
年
で
1
1
1
回
目
の
伝

統
あ
る
「
水
郷
お
み
が
わ
花

火
大
会
」。
関
東
で
も
有
数

の
歴
史
と
規
模
を
誇
り
、
明

治
時
代
か
ら
お
み
が
わ
の
夜

空
を
彩
っ
て
き
ま
し
た
。

　

利
根
川
の
川
面
を
利
用
し

た
豪
快
な
花
火
は
、
自
然
の

恩
恵
を
受
け
た
水
と
緑
の
ま

ち
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ

り
、
中
で
も
利
根
の
大
空
間

に
炸
裂
す
る
超
特
大
ス
タ
ー

マ
イ
ン
は
、迫
力
満
点
で
す
。

全
国
尺
玉
コ
ン
ク
ー
ル

　

25
回
目
を
迎
え
る
全
国
尺

玉
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
、
尺
玉

1
発
を
打
上
げ
、
そ
の
華
麗

さ
を
競
う
も
の
で
す
。

　

全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の

「
花
火
作
り
名
人
」
と
呼
ば

　

祇
園
祭
は
、
文
献
に
よ
る
と

寛
永
16
年
よ
り
始
め
ら
れ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
八
坂

神
社
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ

り
、
神
事
の
神
輿
の
渡
御
に
付

随
す
る
屋
台
の
曳
き
廻
し
が
こ

の
祭
り
の
特
徴
で
す
。

　

屋
台
は
彫
物
や
色
彩
が
あ
で

や
か
で
、
往
時
小
見
川
藩
一
万

石
の
城
下
町
で
あ
る
と
と
も

に
、
利
根
川
水
運
の
河
港
と
し

て
栄
え
た
小
見
川
の
、
当
時
の

江
戸
文
化
の
粋
が
随
所
に
取
り

入
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
層
式
の
こ
の
屋
台
は
、
1

階
に
お
囃
子
（
芸
座
連
）、
2

階
は
演
芸
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
各
屋
台
と
も
芸
人
さ
ん
に

よ
る
芸
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

21
日
㈯
に
は
、
大
根
塚
と
八

日
市
場
の
神
輿
も
で
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

小
産
業
振
興
課

内
水
郷
小
見
川
観
光
協
会
事
務

局　

☎
(82)
1
1
1
7

花火師たちが精魂込めて、命を懸けて伝えてきた伝統技術

■日時　₈月₁日㈬　19時～21時（雨天順延）
■場所　利根川河畔（小見川大橋下流）

■期間　₇月20日㈮～22日㈰

　

7
月
21
日
㈯
に
黒
部
川
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ボ
ン
ボ
リ
に

願
い
ご
と
を
書
き
、黒
部
川（
川

幅
約
8
ｍ　

全
長
8
0
0
ｍ
）

に
約
8
0
0
個
を
つ
る
し
、
灯

り
を
灯
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
み
が
和
よ
さ
こ
い

会
和わ

気き

藹あ
い

藹あ
い
・
小
見
川
フ
ラ

サ
ー
ク
ル
や
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
の
他
、
小
見
川
祇
園
祭
の
四

町
の
屋
台
が
集
合
し
て
芸
座
踊

り
を
し
ま
す
。

　

19
時
に
花
火
が
あ
が
り
、
子

ど
も
た
ち
の
ス
イ
ッ
チ
で
ボ
ン

ボ
リ
が
点
灯
し
ま
す
。

　

8
月
1
日
の
花
火
大
会
に
は

ボ
ン
ボ
リ
の
下
を
シ
ャ
ト
ル
船

が
運
航
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

小
産
業
振
興
課
内
水
郷
小
見
川

観
光
協
会
事
務
局☎

(82)
1
1
1
7

■
期
間　

7
月
21
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈮

黒
部
川

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

水郷佐原花火大会は幕を閉じる
　毎年₈月16日に開催してきた「水郷佐原花火大会」は、昨
年の大会をもって終了することになりました。
　今後は「水郷おみがわ花火大会」の発展に、協力して参り
ますので、よろしくお願いします。

問い合わせ　水郷佐原観光協会　☎(52)6675

れ
る
30
人
が
丹
精
込
め
て
作

り
上
げ
た
尺
玉
を
、
目
の
前

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
形
の

精
密
さ
、
配
色
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
技
術
を
1
発
の
尺
玉

に
込
め
た
「
技
」
を
見
ら
れ

る
こ
と
が
、
全
国
尺
玉
コ
ン

ク
ー
ル
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

シ
ャ
ト
ル
船
運
航

　

会
場
周
辺
は
大
変
込
み
合

い
渋
滞
し
て
い
ま
す
。
渋
滞

を
避
け
、
小
見
川
区
事
務
所

に
駐
車
し
て
、
シ
ャ
ト
ル
船

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
運
行
時
間　

15
時
〜
23
時

■
料
金　

中
学
生
以
上

5
0
0
円 

小
学
生
2
0
0
円

問
い
合
わ
せ　

小
産
業
振
興

課
内
水
郷
小
見
川
観
光
協
会

事
務
局　

☎
(82)
1
1
1
7

小見川
祇園祭

▲子どもたちのスイッチでボンボリが点灯
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未
来
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
も
活
躍

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ
「
香
取
の
日
」

　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ﹁
香
取
の
日
﹂

が
6
月
24
日
に
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
ス

タ
ジ
ア
ム
に
集
ま
り
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

を
応
援
し
ま
し
た
。

　

カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
、
香
取
市
の
特

設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
お
み
が
和
よ
さ

こ
い
会
和
気
藹
々
に
よ
る
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊

り
、
上
じ
ょ
う

仁じ
ん

会か
い

に
よ
る
佐
原

ば
や
し
の
演
奏
と
咲さ
く
や耶

会か
い

の
手
踊
り
や
香
取
市

の
特
産
品
や
旬
の
果
物

な
ど
が
販
売
さ
れ
香
取

市
の
P
R
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
取
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小

学
生
た
ち
は
、
J
リ
ー

グ
が
行
わ
れ
る
本
格
的

な
ピ
ッ
チ
で
試
合
を
し

た
り
、
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ

ズ
を
努
め
た
り
と
﹁
香

取
の
日
﹂
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
行
わ

れ
た
Ｊ
1
リ
ー
グ
第
17

節
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

対
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

エ
イ
ト
戦
は
、
2
対
1

で
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

が
勝
ち
ま
し
た
。

香
取
市
に
は
、楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
や
出
来
事
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ

ト
な
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

交
流
10
周
年
を
迎
え
る
栗
源
中
学
校
と
豪
州
姉
妹
校

互
い
の
文
化
と
人
に
触
れ
る

お

　

栗
源
中
学
校
と
姉
妹
校
提
携
を

結
ん
で
い
る
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
の
生
徒
31
人
が
、
交
流

の
た
め
、
同
中
学
校
を
訪
問
。
こ

れ
を
記
念
し
、
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
（
栗
源
中
学
校
国
際
交
流

支
援
の
会
主
催
）
が
6
月
22
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
家
族
な
ど
を
含
め
、

2
0
0
人
あ
ま
り
が
参
加
。
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
生
は
、
6
月

21
日
か
ら
4
日
間
、
市
内
の
生
徒

宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
の

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

▲香取市の特産物にアントラーズファンなど 
　多くのお客さんが並んだ

▲エスコートキッズで選手と
　入場する子どもたち

▲各地の麺を食べに大勢の人たちが集まった

　

道
の
駅
く
り
も
と
に
全
国

津
々
浦
々
の
ラ
ー
メ
ン
・
そ
ば
・

う
ど
ん
が
食
べ
ら
れ
る
う
ま
い

麺
横
丁
が
6
月
16
日
・
17
日
に

出
現
。

　

道
の
駅
く
り
も
と
の
物
産
交

流
館
で
販
売
さ
れ
て
い
る
、
北

は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
ま
で

の
多
種
多
様
な
﹁
う
ま
い
麺
﹂

が
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
横
丁

内
は
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
売
り
場
で
は
、
ど

れ
を
食
べ
よ
う
か
と
迷
っ
て
い

る
家
族
連
れ
や
こ
れ
を
機
会
に

と
、
何
種
類
も
の
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
歩
き
し
て
い
る
お
客
さ
ん

も
い
ま
し
た
。

　山田児童館の恒
例行事「あそび体
験」が北総やまと
の森（新里）で₆
月15日の千葉県民
の日に行われまし
た。
　今年も里山保全
ボランティア「や
まとの会」の皆さ
んが、参加した児童たちに、山の中を歩きながら危険な場所や、
遊び方を教えてくれました。
　また、昔の遊び体験では、竹とんぼや水鉄砲などで遊んだり、
大粒の汗を流しながら、のこぎりで竹を切る時間を競う児童た
ちもいました。

遊びを楽しもう
県民の日の恒例行事「あそび体験」山

▲力いっぱいのこぎりで竹を切る児童

麺
好
き
に
は
た
ま
ら
な
〜
い

現
！
全
国
う
ま
い
麺
横
丁

出

▲プロと同じピッチで試合をするサッカーチームの子どもたち

▲初めて見る七夕に思い思いの願いを短冊に込める
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天
正
18
年
（
1
5
9
0
）
8

月
1
日
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に

入
る
と
小
見
川
の
地
は
粟あ
い
ば
ら

飯
原

氏
か
ら
代
官
吉
田
佐
太
郎
の
支

配
に
変
わ
り
、
太
閤
検
地
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
三
河
武
士
の
松
平

家
忠
が
埼
玉
県
忍お
し

城
か
ら
転
封

さ
れ
、
そ
の
子
忠
利
、
さ
ら
に

土
井
利
勝
、
安
藤
重
信
等
が
支

配
し
、
こ
れ
以
降
佐
倉
領
、
幕

府
領
を
経
て
内
田
正
信
の
領
地

と
な
り
ま
す
。

　

3
代
将
軍
家
光
の
奥
小
姓
で

あ
っ
た
正
信
は
、
寛
永
16
年

（
1
6
3
9
）
相
模
国
海
老
名
の

1
8
0
0
石
に
旧
小
見
川
村
周

辺
の
8
2
0
0
石
を
加
増
さ
れ

て
一
万
石
の
大
名
に
列
せ
ら
れ

ま
す
。

　

慶
安
2
年
（
1
6
4
9
）
に

は
下
野
国
都
賀
郡
・
阿
蘇
郡
内

▲内田正学

の
五
千
石
が
さ
ら
に
加
増
さ
れ

て
、
鹿
沼
に
居
所
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
頃
、
正
信
は
3
代
将
軍

家
光
の
も
と
で
将
軍
近
習
出
頭

人
を
兼
ね
る
ま
で
に
な
り
ま
す

が
、
慶
安
4
年
（
1
6
5
1
）

4
月
、
将
軍
家
光
が
47
歳
の
若

さ
で
病
死
す
る
と
い
う
一
大
事

が
起
き
ま
す
。
側
近
で
あ
っ
た

大
老
堀
田
正
盛
、
老
中
阿
部
重

次
、
内
田
正
信
ら
5
人
は
即
日

切
腹
し
、
殉
死
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
当
時
も
か
な
り

話
題
に
な
り
、
恩
顧
を
受
け
な

が
ら
殉
死
し
な
か
っ
た
人
た
ち

は
大
い
に
非
難
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
殉
死
を
受
け
て
、
7
歳

の
正ま
さ
も
ろ衆
が
後
を
継
ぎ
2
代
目
と

な
り
ま
す
。
こ
の
正
衆
の
治
世

に
小
見
川
の
御
陣
屋
の
普
請
や

多
く
の
用
水
堰
が
築
か
れ
ま
す
。

正
衆
の
孫
に
当
た
る
正ま
さ
ゆ
き偏

が
3

代
目
と
な
り
ま
す
が
、
享
保
9

年
（
1
7
2
4
）
に
乱
心
し
て

室
（
妻
）
に
傷
害
し
、
幽
閉
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長

男
で
あ
る
正ま
さ
ち
か親
は
家
督
の
一
部

を
没
収
さ
れ
、
4
代
目
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
居
住
地
を
鹿
沼

か
ら
小
見
川
に
移
し
、
名
実
と

も
に
小
見
川
藩
が
成
立
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
5
代
正ま
さ
よ
し美

―
6

代
正ま
さ
よ
し良
―
7
代
正ま
さ
ず
み純
―
8
代

正ま
さ
も
と肥

と
続
き
ま
す
が
、
正
肥
は

嫡
子
が
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た

の
で
旗
本
の
石
河
貞
通
の
三
男

正ま
さ
か
た容
が
養
子
と
な
っ
て
9
代
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
正
容
は
、
当
時
と
し

て
は
か
な
り
型
破
り
な
藩
主

で
、
町
芸
者
を
落
籍
し
て
屋
敷

に
引
き
込
み
、
深
川
や
向
嶋
へ

船
で
出
か
け
て
は
女
郎
と
手
を

取
っ
て
歩
き
、
身
体
に
は
種
々

さ
ま
ざ
ま
の
刺
青
を
し
た
こ
と

な
ど
が
咎
め
ら
れ
、
天
保
8
年

（
1
8
3
7
）
に
隠
居
を
仰
せ
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
3
人
の
子
ど
も
が
相

次
い
で
家
督
を
継
ぎ
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
父
正
容
よ
り
早
く
に

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
元
治
元
年
（
1
8
6
4
）、

分
家
に
あ
た
る
内
田
正
路
の
次

男
、
正
ま
さ
あ
き
ら
学
が
13
代
目
と
な
り
ま

す
。
慶
応
4
年
（
1
8
6
8
）

か
ら
、
房
総
の
地
も
戊
辰
の
騒

乱
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

正
学
の
気
転
に
よ
り
、
小
見
川

藩
は
事
な
き
を
得
て
い
ま
す
。

　

明
治
2
年（
1
8
6
9
）6
月
、

正
学
は
版
籍
を
奉
還
し
て
藩
知

事
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
田
氏
は
3
代
正
偏
や
9
代

正
容
の
よ
う
な
藩
主
が
居
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
無
事
に
廃
藩

置
県
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
、
初
代
正
信
が
将
軍
家
光

の
死
に
臨
み
、
殉
死
し
て
果
て

た
功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
見
川
の
本
願
寺
に
は
、
内

田
氏
歴
代
の
位
牌
が
残
さ
れ
、

重
臣
で
あ
っ
た
脇
家
に
は
「
小

見
川
御
陣
中
図
面
」
が
伝
え
ら

れ
、
い
ず
れ
も
香
取
市
の
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
見
川
藩
の
成
立

「藩主もいろいろ」
小見川藩内田氏

₆月18日香取市代表クルー優勝
　旧小見川町のころから
交流のあった福島県高
郷村(現在の喜多方市)の

「県営荻野漕艇場」で行
われた「たかさと交流レ
ガッタ大会」に本市から
サンデービギナーズのク
ルーが参加し、ミックス
の部で見事優勝しました。

　香取市の観光情報を各国に発信してもらおうと、駐日各国外交
官と家族を招いたツアーが₆月₉日に行われました。
　ツアーは外務省の外郭団体「国際交流サービス協会」が実施。
香取市国際交流協会と市も協力し、世界15カ国の外交官30人に香
取市の魅力を紹介しました。
　外交官たちは、江戸情緒残る小野川沿いの散策や、伊能忠敬記
念館、山車会館を見学。山車の造りや彫り物に興味をしめしてい
ました。また、千葉県の伝統工芸に指定されている、佐原張子の
色付けに挑戦するなど、香取市の歴史と文化に触れるスローライ
フな一日を過ごしました。

本の歴史と文化に触れる
各国の外交官が本市を訪問日

▲張子の色付けに挑戦

₆月15日水辺を再生
　谷中と大戸川地区にま
たがる湿地を地域の憩い
の場にと、地元住民ボラ
ンティアにより整備され
ています。₄年前から植
栽活動が行われ、アジサ
イやヘメロカリス（ニッ
コウキスゲ）が色鮮やか
に咲きました。

₆月13日シリアとの架け橋を
　青年海外協力隊として
シリアに派遣される木村
亮子さん (小川 )が、宇
井市長を表敬訪問。木村
さんは国立ダマスカス大
学日本研究センターに勤
務し、シリアと日本両国
間の相互理解と学術研究
に携わることになります。

▲小見川陣屋絵図（脇秀雄家文書）
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13
時
30
分
〜
16
時
（
1
日
だ
け

の
参
加
も
可
）

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
募
集
人
数　

10
人

申
山
田
児
童
館
☎

（78）
2
1
4
2

　

ア
ク
リ
ル
の
絵
の
具
を
使
っ

て
布
や
ガ
ラ
ス
な
ど
に
植
物

（
花
）
な
ど
を
描
く
も
の
で
す
。

　

山
田
公
民
館
に
見
本
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

成
人
（
2
日
間
と
も
参
加
で
き

る
人
）

■
日
時　

8
月
22
日
㈬
・
9
月

20
日
㈭
の
2
日
間　

18
時
30
分

〜
20
時
30
分

■
場
所　

山
田
公
民
館

■
定
員　

15
人

■
費
用　

1
回
3
0
0
円

申
7
月
19
日
㈭
〜
26
日
㈭
に
山

田
公
民
館
へ　

☎
（78）
4
4
3
1

■
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
〜

64
歳
の
人

■
日
時　

8
月
28
日
㈫
〜
9
月

22
日
㈯
の
9
時
〜
17
時
お
よ
び

10
月
〜
12
月
（
3
カ
月
間
の
う

ち
の
5
日
間
実
習
）
全
日
出
席

可
能
な
人

■
場
所　

匝
瑳
市
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
匝
瑳
市
八
日
市
場

ハ
7
9
3
番
地
34
）

■
定
員　

40
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
開

講
後
の
健
康
診
断
書
と
細
菌
検

査
代
実
費
）

申
7
月
31
日
㈫
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

を
記
入
し
返
信
用
宛
先
明
記
の

上
、
〒
2
8
7
‐
0
0
0
1
香

取
市
佐
原
ロ
2
1
1
6
番
地
1

㈳
香
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

☎
（54）
7
7
1
0

■
日
時　

7
月
26
日
㈭　

19
時

〜■
場
所　

佐
原
病
院
1
階
多
目

的
ホ
ー
ル

■
内
容　

肝
臓
が
悪
い
と
言
わ

れ
た
ら　

講
師：

中
堀
進
先
生

（
佐
原
病
院
内
科
部
長
）

■
入
場
料　

無
料（
予
約
不
要
）

問
佐
原
病
院
管
理
課

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
2
3
1

■
日
時　

8
月
8
日
㈬　

14
時

〜
16
時

■
場
所　

香
取
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
香
取
保
健
所
）

■
内
容　

知
っ
て
お
き
た
い
女

性
の
か
ら
だ
〜
意
外
に
知
ら
な

い
月
経
の
こ
と
〜
講
師:

斉
間

頼
子
先
生
（
協
和
医
院
院
長
）

申
7
月
20
日
㈮
ま
で
に
香
取
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福

祉
課
へ　

☎
（52）
9
1
6
1

■
期
日　

10
月
5
日
㈮

■
場
所　

匝
瑳
市
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
匝
瑳
市
八
日
市
場

ハ
7
9
3
番
地
34
）

受
8
月
27
日
㈪
〜
31
日
㈮
に
香

取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消

防
本
部
予
防
課
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

■
日
時　

毎
月
第
2
日
曜
日　

9
時
〜
正
午

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人
・
佐
原
消
防
署
10
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

申
開
催
月
の
第
1
日
曜
日　

17

時
ま
で
に

小
見
川
消
防
署
☎

（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）
4
1
1
1

　

香
取
市
下
飯
田
第
1
墓
地
の

分
譲
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
高
齢
者
で
、

要
支
援
や
要
介
護
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
人
、
家
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
人
お
よ
び
疾
病
や
加

齢
な
ど
に
よ
り
運
動
機
能
が
低

下
し
た
人
で
、
原
則
週
2
回
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
上
で
身

体
的
に
支
障
の
な
い
人

（
か
か
り
つ
け
医
の
同
意
書
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
期
間　

9
月
〜
11
月
の
3
カ

月
間　

週
2
回
実
施

■
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
準

備
体
操
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
整
理
体
操

■
佐
原
教
室　

◇
募
集
コ
ー
ス　

9
時
30
分
〜

11
時
30
分

◇
場
所　

佐
原
シ
ニ
ア
健
康
プ

ラ
ザ

◇
定
員　

10
人
前
後

■
栗
源
教
室

◇
募
集
コ
ー
ス　

9
時
〜
11
時

◇
場
所　

栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
定
員　

8
人
前
後

申
7
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮
に
各

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
面
接
・

受
付
（
申
し
込
み
は
本
人
に
限

り
ま
す
）
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り

健
康
づ
く
り
課
☎

（50）
1
2
3
5

小
健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

山
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
2
1
4
2

栗
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
3
0
0
0

　

市
で
は
「
第
14
回
千
葉
県
知

的
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
大
会
兼
第
9
回
千
葉
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
部
」
の
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
、

お
皿
み
た
い
な
デ
ィ
ス
ク
を
投

げ
て
取
る
フ
リ
ス
ビ
ー
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
、
安
全
に
取
り
組

み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
種
目
と
し

て
障
害
の
あ
る
人
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
度
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

10
月
4
日
㈭　

雨
天

決
行
（
予
備
日
10
月
18
日
㈭
）

■
場
所　

千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場

■
参
加
費　

1
人
3
0
0
円

■
種
目　

◇
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー

（
正
確
を
競
う
）
競
技

◇
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
距
離
を
競

う
）
競
技

い
ず
れ
も
個
人
戦
・
団
体
戦（
男

女
別
3
人
1
組
）

申
8
月
8
日
㈬
ま
で
に
各
区
担

当
課
へ

障
害
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
5
2

小
健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎

（75）
3
0
0
0

　

小
さ
な
お
友
達
と
一
緒
に
遊

び
ま
せ
ん
か
。
水
遊
び
や
縁
日

な
ど
の
お
手
伝
い
で
す
。

■
対
象　

小
学
4
年
〜
高
校
生

◇
幼
児
教
室
日　

8
月
8
日

㈬
・
22
日
㈬
・
29
日
㈬　

9
時

〜
11
時
30
分

◇
幼
児
教
室
前
日
準
備　

8
月

7
日
㈫
・
21
日
㈫
・
28
日
㈫　

暮
ら
し
の

情
報

【暮らしの情報】

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

高
齢
者
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
者

思
春
期
講
演
会

募集

講座
教室

お知らせ

障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
大
会
参
加
者

幼
児
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

教
室

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会

応
急
手
当
救
命

講
習
会

訪
問
介
護
員

2
級
養
成
講
座

市
営
墓
地
分
譲

2007. July

7
月 1 2 3 4 5 6 7 

 8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31

親
子
と
成
人
の
保
健

8
月
1
日
〜
31
日

■
4
カ
月
児
健
診

山
…
24
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
15
分
（
平
成
19
年
4
月
生
）

栗
…
24
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
19
年
3
・
4
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

佐
…
8
日
㈬ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
9
・
10
月
生
）

小
…
3
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
15
分
（
平
成
18
年
10
月
生
）

栗
…
24
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
9
・
10
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

佐
…
22
日
㈬ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
2
月
生
）

小
…
7
日
㈫ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
1
・
2
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

山
…
10
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
17
年
2
・
3
月
）

■
3
歳
児
健
診

佐
…
21
日
㈫ 

13
時
〜
13
時
15
分
（
平
成
16
年
2
月
生
）

小
…
8
日
㈬ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
16
年
3
・
4
月
生
）

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

佐
…
17
日
㈮ 

13
時
15
分
〜
13
時
30
分

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

佐
…
2
日
㈭ 

13
時
30
分
〜
13
時
50
分　

小
…
16
日
㈭ 

12
時
30
分
〜
13
時
45
分

山
…
1
日
㈬ 

13
時
30
分
〜
14
時
15
分　

栗
…
7
日
㈫ 

13
時
30
分
〜
14
時

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

佐
…
23
日
㈭ 

13
時
30
分
〜
13
時
50
分　

小
…
31
日
㈮ 

12
時
30
分
〜
13
時
45
分

■
三
種
混
合
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　
　

小
…
17
日
㈮ 

12
時
30
分
〜
13
時
45
分

山
…
1
日
㈬ 

13
時
30
分
〜
14
時
15
分　

栗
…
17
日
㈮ 

13
時
30
分
〜
14
時

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

小
…
16
日
㈭ 

12
時
30
分
〜
13
時
45
分

山
…
小
見
川
総
合
病
院
で
接
種　
　

栗
…
7
日
㈫ 

13
時
30
分
〜
14
時

佐
…
1
日
㈬ 

13
時
〜
14
時
30
分　

小
…
6
日
㈪ 

9
時
30
分
〜
16
時

山
…
27
日
㈪ 

9
時
〜
16
時　
　
　

栗
…
20
日
㈪ 

13
時
〜
14
時
30
分

佐
…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

小
…
4
・
10
カ
月
児
健
診　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

そ
の
他
：
小
見
川
区
事
務
所

山
…
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

栗
…
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。（　

）内
は
今
回
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　
　

☎
(50)
1
2
3
5　

小
健
康
福
祉
課　
　

☎
(82)
1
1
1
5

山
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(78)
2
1
4
2　

栗
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(75)
3
0
0
0

成
人
の
健
康
相
談

親
子
の
健
康
相
談
と
予
防
接
種

各
区
の
開
催
場
所
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迫
力
の
あ
る「
ス
ラ
イ
ダ
ー

プ
ー
ル
」や
楽
し
い
流
水
プ
ー

ル
で
夏
を
満
喫
し
よ
う
！

■
開
園
期
間　

7
月
21
日
㈯

〜
8
月
31
日
㈮　

9
時
〜
16

時
30
分

■
休
園
日　

無
休
（
荒
天
時

は
休
園
。
防
災
無
線
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

■
利
用
料
金　

▽
一
般
（
高

校
生
以
上
）
5
0
0
円　

▽
小
・
中
学
生
3
0
0
円

▽
幼
児
（
4
歳
以
上
）

1
0
0
円
（
付
き
添
い
が
必

要
で
す
）

︽
料
金
の
割
引
︾

•
身
体
に
障
害
の
あ
る
人

（
受
け
付
け
で
障
害
者
手
帳

を
提
示
す
る
と
半
額
に
な
り

ま
す
）

•
市
内
子
ど
も
会
な
ど
の

団
体
利
用
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
で
事
前
に
申
請
す
る
と
半

額
に
な
り
ま
す
）

　

市
民
プ
ー
ル
は
皆
さ
ん
で

利
用
す
る
施
設
で
す
。
ル
ー

ル
を
守
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
1

香
取
市
民
プ
ー
ル（
開
園
後
）

　
　
　
　
　

☎
（56）
0
1
9
2

香
取
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113

栗源区事務所　　₇月25日㈬　予約日₇月19日㈭　
市役所　　　　　₈月₈日㈬　予約日₈月₂日㈭
小見川区事務所　₈月22日㈬　予約日₈月16日㈭

●行政相談・人権相談
₇月20日㈮　　13時30分～15時30分
市民生活課　　☎(54)1138
₈月20日㈪　　13時30分～15時30分
市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113

●消費生活相談　₉時～17時
市民生活課　　₇月26日㈭・₈月₉日㈭・23日㈭　☎(54)1138
小市民環境課　₇月19日㈭・₈月₂日㈭・16日㈭　☎(82)1114

●交通事故相談　10時～15時　要予約
環境安全課　　₇月24日㈫・₈月14日㈫　☎(50)1248
小市民環境課　₇月19日㈭・₈月16日㈭　☎(82)1123

●心配ごと相談　10時~15時 
　社会福祉協議会山田支所　₇月19日㈭・₈月16日㈭　☎(78)1056
　社会福祉協議会栗源支所　₇月26日㈭　☎(75)2118
　社会福祉協議会本所　　　₈月₂日㈭　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所　₈月₉日㈭　☎(83)7071

●精神保健福祉相談(要予約)　₇月19日㈭・31日㈫・₈月₈日㈬
　13時30分～
● エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料・予約不要)
　₇月23日㈪・₈月13日㈪　13時～14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日(要予約)
　電話での相談(毎週月～金曜日)　₉時～17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₇月26日㈭　☎(52)9157

【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  ₉時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで　☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

■
対
象　

市
内
在
住
で
埋
葬
で

き
な
い
遺
骨
を
お
持
ち
の
人

■
分
譲
区
画　

3
区
画
（
区
画

の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
所
在
地　

下
飯
田
1
9
9
6

番
地
1

■
永
代
使
用
料　

15
万
円

■
年
間
管
理
料　

2
0
6
0
円

■
添
付
書
類　

死
体
火
葬
許
可

書申
7
月
17
日
㈫
〜
31
日
㈫
に
添

付
書
類
を
持
参
の
上
、
小
市
民

環
境
課
（
内
線
3
3
1
1
）
へ

 

☎
（82）
1
1
1
1

■
募
集
人
員　

①
警
察
官
Ａ

（
男
性
）
90
人
程
度　

②
警
察

官
Ｂ
（
男
性
）
60
人
程
度
③
警

察
官
Ｂ
（
女
性
）
15
人
程
度

■
受
付
期
間　

7
月
31
日
㈫
ま

で■
試
験
日　

9
月
16
日
㈰

問
香
取
警
察
署
警
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
0
1
1
0

　

1
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
3
億

円
。
2
等
も
1
億
円
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く

り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
発
売
期
間　

7
月
19
日
㈭
〜

8
月
7
日
㈫

■
発
売
方
法　

全
国
の
宝
く
じ

売
場
、
通
信
販
売
で
も
購
入
で

き
ま
す

■
抽
選
日　

8
月
16
日
㈭

■
発
売
予
定
額　

1
2
6
0
億

円
（
42
ユ
ニ
ッ
ト
）

■
発
売
単
価　

1
枚
3
0
0
円

問
㈶
千
葉
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
6
1
8
8

　

香
取
市
母
子
福
祉
協
力
員
協

議
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
親
子
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
日
帰
り
遠
足
を
企

画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

8
月
19
日
㈰

■
場
所　

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

■
募
集
人
数　

60
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料
（
弁
当
各
自

用
意
）

申
児
童
家
庭
課
☎

（50）
1
2
5
7

小
健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎

（75）
3
0
0
0

　

泣
か
ず
に
ゴ
ー
ル
で
き
る
か

な
？
参
加
者
に
は
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ィ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る

よ
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。

■
日
時　

8
月
3
日
㈮　

18
時

30
分
〜
（
受
付
・
映
画
会
）
／

19
時
〜
20
時
（
き
も
だ
め
し
）

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
参
加
費　

無
料
（
必
ず
大
人

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

お
化
け
屋
敷
作
り
の
お
手
伝
い

さ
ん
募
集

　

お
化
け
屋
敷
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
、
お

化
け
に
な
っ
て
人
を
驚
か
せ
た

い
人
集
ま
れ
〜
！

■
対
象　

小
学
4
年
〜
高
校
生

■
日
時 

7
月
27
日
㈮
・
31
日

㈫
・
8
月
1
日
㈬　

13
時
30
分

〜
16
時
（
準
備
）
／
8
月
3
日

㈮　

17
時
〜
20
時
（
当
日
）

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
募
集
人
数　

10
人
（
4
日
間

と
も
参
加
で
き
る
人
優
先
）

申
山
田
児
童
館
☎

（78）
2
1
4
2

■
日
時　

8
月
5
日
㈰　

8
時

〜
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
、草
花
・

植
木
）
の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

■
日
時　

10
月
14
日
㈰
ま
で

■
場
所　

佐
原
三
菱
館

問
佐
原
町
並
み
交
流
館

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

　

山
車
会
館
に
展
示
し
て
あ
る

本
宿
の
山
車
の
入
れ
替
え
を
行

い
ま
す
。

　

船
戸
区
に
変
わ
り
、
上
仲
町

区
が
7
月
22
日
か
ら
1
年
間
展

示
さ
れ
ま
す
。
山
車
を
間
近
で

見
ら
れ
る
機
会
な
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
車
会
館　

☎
（52）
4
1
0
4

催し

千
葉
県
警
察
官

採
用
試
験

き
も
だ
め
し
大
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ

母
子
・
父
子
で
一
緒
に

お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

橋
本
健
司
佐
原
の
大
祭

全
町
山
車
水
彩
画
展

山
車
の
入
れ
替
え

ー
山
車
会
館
ー

いろんな「香取市」を発見・体験しよう！
■日時　₇月29日㈰　10時～
■場所　佐原河川敷緑地ほか（水郷大
橋下流）
■内容　各種ブースの出店、パフォー
マンス、体験コーナー（熱気球、キッ
ズボート、乗馬、各種体験教室）、パワー
ボート全国大会、大抽選会、感動の「大
凧」上げ
※なお、₇月27日㈮～29日㈰の期間、
混雑やパワーボートの騒音などによっ

て周辺地域にお住まいの皆さんにご迷惑をおかけすることも考
えられますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
問㈳佐原青年会議所　☎(56)0348

食 香取くいだおれ

香取の技を知る
香取の鼓動を
聞く

香取の舞が魅了
する

香取市メッセでこれを楽しもう

匠

舞

響

地図のまち・佐原
探そう・見つけよう・「香取市」

～香取市メッセ2００７～
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市
税
な
ど
の

休
日
徴
収
・
納
税
相
談

　

7
月
の
市
税
な
ど
の
休
日
徴

収
・
納
税
相
談
は
29
日
㈰
に
実

施
予
定
で
し
た
が
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
日
と
な
っ
た

た
め
、
22
日
㈰
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

◎
休
日
徴
収

　

当
日
は
、
市
税
な
ど
に
未
納

が
あ
る
ご
自
宅
に
職
員
が
お
伺

い
し
ま
す
。

◎
納
税
相
談

　

納
税
相
談
窓
口
を
本
庁
納
税

課
お
よ
び
各
区
事
務
所
税
務
課

で
開
設
（
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
）
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
納
税
課　

☎
（50）
1
2
0
5

人口と世帯
7月1日現在
人　口／87,576人（−87）
　　　男43,376人（−59）
　　　女44,200人（−28）
世帯数／29,059戸（＋ 1）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

子
の
部
屋
に
が
じ
ゅ
ま
る
の
鉢
置
か
れ
あ
り
「
多
幸
の

樹
」
な
る
名
札
の
あ
り
て 

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

蕗ふ
き

茹ゆ

で
し
香
り
が
キ
ッ
チ
ン
に
満
ち
み
ち
て
夫
と
二
人

の
部
屋
に
と
ど
け
り 

香
取　

き
み
（
佐
原
イ
）

母
の
日
に
娘
よ
り
届
い
た
新
茶
な
り
幼お

さ
な
ひ日

田
畑
を
手
伝

い
い
し
が 

髙
木　

イ
ト
（
大
根
）

遠
来
の
友
を
伴

と
も
ない

あ
や
め
咲
く
園
を
廻
り
ぬ
サ
ッ
パ
舟

に
て 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

祖
父
と
来
た
頃
思
い
出
す
よ
も
ぎ
摘
み
今
も
変
わ
ら
ぬ

雲
雀
鳴
く
声 

大
竹　

恵
子
（
北
）

今月の納期限

折り紙あそびが好き

な年長さん。海の中

の生きものをみんな

で作ったよ！

₇月31日㈫

さくら組

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

（第₂期）

（第₄期）

（第₄期）

ギャラリーギャラリー 佐原保育所

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

支
柱
越
え
零む

か

ご
余
子
の
蔓
の
ゆ
ら
ゆ
ら
と
行
き
先
探
す
児

の
手
の
ご
と
く　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

照
代
（
小
見
川
）

評
・
児
の
手
の
よ
う
に
「
行
き
先
探
す
」
は
こ
の
歌
の
ポ
イ
ン
ト
。

支
柱
と
い
う
限
界
を
越
え
た
蔓
は
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
の
か
。
宙

に
行
き
先
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
摂
理
を
も
考
え
さ
せ

ら
れ
る
歌
で
あ
る
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

田
を
植
ゑ
て
田
渋
の
匂
ふ
夜
の
母�

�

多
田　

稔
（
大
倉
）

評
・
こ
の
一
句
に
は
田
植
に
没
頭
し
つ
づ
け
て
来
た
時
間
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。
水
の
匂
い
や
、
泥
の
匂
い
を
「
田
渋
の
匂
ふ
」
と

し
て
置
き
換
え
た
と
こ
ろ
に
趣
が
あ
り
、
母
へ
の
労
り
の
心
ま
で

が
見
え
て
く
る
。

葭
切
に
天
が
授
け
し
利
根
川
原

�

越
川　

三
朝
（
府
馬
）

過
疎
の
里
つ
ん
ざ
き
て
啼
く
時

ほ
と
と
ぎ
す鳥

宮
崎　

弘
（
白
井
）

長の

閑ど

け
し
や
産
後
の
母
の
針
仕
事

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

青
田
風
入
り
来
る
土
間
の
昼
餉
か
な

内
野
千
代
子
（
三
島
）

古
水
路
に
咲
き
み
だ
れ
い
る
花
菖
蒲

野
中　

松
市
（
一
ノ
分
目
新
田
）

【市民のひろば】

　

夏
の
星
た
ち
が
瞬
く
夜
、

ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
公
園
で
会
い

ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

7
月
28
日
㈯　

17
時

〜
21
時
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

■
内
容　

17
時
〜
バ
ン
ド
演
奏

／
18
時
30
分
〜
フ
ラ
ダ
ン
ス
／

19
時
〜
ジ
ャ
ズ
演
奏

■
入
場
料　

無
料
。
飲
食
物
を

提
供
す
る
バ
ー
や
出
店
が
並
び

ま
す
の
で
、
飲
食
物
の
持
ち
込

み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
出
演　

マ
リ
ン
ズ
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
（
東
総
地
域
を
中
心
に
活

躍
中
の
社
会
人
バ
ン
ド
）、
イ

ナ
ズ
マ
ラ
イ
ン
（
地
元
出
身
の

お
笑
い
コ
ン
ビ
）
ほ
か

■
や
ま
だ
元
気
隊
事
務
局
取
次

先　

社
会
福
祉
協
議
会
山
田
支

所　

☎
（78）
1
0
5
6
ま
た
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
山
田
事

務
所　

☎
（70）
7
8
5
5

真
夏
の
サ
ン
タ

　

世
界
に
誇
る
オ
ー
ボ
エ
奏

者
、
渡
辺
克
也
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

渡
辺
氏
は
、
オ
ー
ボ
エ
の
限

界
を
超
え
た
美
音
で
聴
衆
を
魅

了
し
て
や
ま
な
い
、
今
最
も
注

目
と
期
待
の
集
ま
る
実
力
派
で

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

オ
ー
ボ
エ
の
音
色
に
癒
さ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か

■
日
時　

8
月
4
日
㈯　

開
演
14
時
（
開
場
13
時
30

分
）

■
場
所 

佐
原
文
化
会
館

■
入
場
料　

2
0
0
0
円

（
自
由
席
）
前
売
・
当
日

■
前
売
所　

佐
原
文
化
会
館

（
佐
原
中
央
公
民
館
内
）
9
時

〜
17
時
※
月
曜
休
館
日
を
除
く

問
佐
原
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
1
1
6
1

渡
辺
克
也 

オ
ー
ボ
エ
リ
サ
イ
タ
ル

世
界
に
誇
る
音
色
と
共
に

なんて
いかがですか♪音楽浴

森林浴・海水浴のあとは・・・

The Starlight Jazz Gardenジャズ1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

パ
パ 

健
治
さ
ん
／
マ
マ 

聖
子
さ
ん

●
木き

う
ち内 

空そ
ら

く
ん(

野
田)

パ
パ 

恵
司
さ
ん
／
マ
マ 

美
紀
さ
ん

●
田た

な
か中 

真ま
ひ
ろ央

ち
ゃ
ん(

大
倉)

パ
パ 

誠
さ
ん
／
マ
マ 

千
春
さ
ん

●
久く

ぼ

き
保
木 
湧ゆ

う
た太

く
ん(

津
宮)

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ワ
ン
ワ
ン
が
大

好
き
で
す
♥

車
大
好
き
！
お
外
で
遊
ぶ
の
も

大
好
き
で
す
!!

●
鈴す

ず
き木 

海か
い
と翔

く
ん(

大
戸
川)

パ
パ 

宏
幸
さ
ん
／
マ
マ 

幸
代
さ
ん

●
小こ

ば
や
し林 

遼り
ょ
う
が駕

く
ん
（
岩
部)

パ
パ 

勇
輝
さ
ん
／
マ
マ 

優
子
さ
ん

外
遊
び
・
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
！

歌
が
得
意
♪
好
き
な
歌
は
誕
生

日
の
歌
、鬼
太
郎
、水
戸
黄
門
？

ボ
ク
の
日
課
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

散
歩
す
る
こ
と
＆
妹
に
チ
ュ
ー

♥
す
る
こ
と

おしゃべり水族館


